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1. 平成28年2月期第3四半期の連結業績（平成27年3月1日～平成27年11月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年2月期第3四半期 204,230 3.5 9,295 5.2 9,175 4.1 4,749 △5.9
27年2月期第3四半期 197,300 1.7 8,834 1.6 8,811 2.9 5,045 5.2

（注）包括利益 28年2月期第3四半期 4,171百万円 （△17.0％） 27年2月期第3四半期 5,026百万円 （△5.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年2月期第3四半期 46.81 ―
27年2月期第3四半期 49.73 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年2月期第3四半期 234,530 115,224 49.1
27年2月期 226,830 113,211 49.9
（参考）自己資本 28年2月期第3四半期 115,224百万円 27年2月期 113,211百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年2月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00
28年2月期 ― 10.00 ―
28年2月期（予想） 10.00 20.00

3. 平成28年2月期の連結業績予想（平成27年3月1日～平成28年2月29日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 283,800 5.2 12,900 3.1 12,600 0.8 6,600 4.9 65.05



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
するレビュー手続は実施中であります。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
（四半期決算補足説明資料の入手方法について）
四半期決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年2月期3Q 101,462,977 株 27年2月期 101,462,977 株
② 期末自己株式数 28年2月期3Q 3,999 株 27年2月期 3,242 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年2月期3Q 101,459,226 株 27年2月期3Q 101,460,178 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調にありまし

た。国内消費環境は、訪日外国人による消費増加などで堅調に推移した一方、天候与件や消費環境の変化により、

個人消費に一部弱さも見られました。 

 このような状況の下、当社グループは、中期経営計画（平成26年度～平成28年度）の２年目として、計画に基づ

く事業展開を推進いたしました。 

 当第３四半期連結累計期間におきましては、福岡パルコ本館増床部の開業、名古屋パルコの西館・東館隣接区画

への「ＰＡＲＣＯ ｍｉｄｉ」(パルコ ミディ)の開業を行い、都市部での事業拠点が拡大いたしました。既存パル

コ店舗では、ターゲット層の拡大などをテーマとした改装、＜ＰＡＲＣＯカード＞を軸とした営業企画の強化、イ

ンバウンド需要への対応強化などを推進いたしました。また、新規出店・新業態開発を推進した専門店事業と、工

事受注が増加した総合空間事業業績が順調に推移いたしました。 

 この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高は2,042億30百万円（前年同期比

103.5％）、営業利益は92億95百万円（前年同期比105.2％）、経常利益は91億75百万円（前年同期比104.1％）、

千葉パルコ閉店決定による店舗閉鎖損失を計上したことなどから、四半期純利益は47億49百万円（前年同期比

94.1％）となりました。 

 

 セグメント別の状況は次のとおりです。

 

＜ショッピングセンター事業＞

 ショッピングセンター事業の売上高は1,833億18百万円（前年同期比102.8％）、営業利益は86億14百万円（前年

同期比104.1％）となりました。 

 既存パルコ店舗につきましては、引き続き「都心型店舗（※１）」、「コミュニティ型店舗（※２）」の２類型

の発展に向け、業態革新を推進いたしました。 

 改装につきましては、消費者ニーズの変化や多様化に対応するテナント編集、インバウンド需要への対応、デジ

タルネイティブ世代の新しい消費への対応をテーマに、全店計約33,000㎡を改装し、改装ゾーンの売上高前年同期

比は全店計119.8％と伸長いたしました。主な改装は次のとおりです。 

 

［名古屋パルコ］ 

 高感度なファッションと話題の飲食ショップを集積した「ＰＡＲＣＯ ｍｉｄｉ」の開業に並行して、名古屋パ

ルコ４館の回遊性・買い回りの向上を図るため、東館１階をユニセックス／身の回り雑貨フロアに改装したほか、

新しい客層の拡大をテーマにアニメカルチャーの編集ゾーン「シャチポップ」を導入するなど、西館・南館に名古

屋エリア初のショップなどを導入いたしました。あわせて、東館エントランスの刷新や、西館・東館・ＰＡＲＣＯ 

ｍｉｄｉが面する「中道」の環境整備を行いました。 

 

［福岡パルコ］ 

 天神のコンフォータブルストアとしての進化をテーマに、本館増床部開業による、新たな地下飲食ゾーン「Ｏｉ

ｃｈｉｃａ横丁」、マーケット初出店のインテリア・雑貨ショップ、情報発信カフェなどの導入に加え、増加する

インバウンド需要に対応するため、アニメカルチャーの編集ゾーン「福ポップ」や身の回り品ショップなどの拡充

を行いました。 

 

［静岡パルコ］ 

 マーケット内でのポジション確立やターゲット層の拡大に向け、開業以来初めて５階メンズフロアの大型リニュ

ーアルを行い、人気メンズショップや新業態スポーツショップを導入したほか、１階に静岡初出店となる人気のコ

スメショップを導入いたしました。 

 

［調布パルコ］ 

 幅広い客層の拡大に向け、開業以来初めて１階エントランスフロアの大型リニューアルを行い、３世代消費に対

応したファッション、コスメ、ライフスタイル雑貨ショップなどを導入したほか、隣接するパーキングビルの建替

えも行い、利便性の向上を図りました。 
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 営業企画につきましては、＜ＰＡＲＣＯカード＞の新規会員の開拓強化、会員優待企画などの来店促進策の実施

により、特に顧客ロイヤリティの高いクラスＳ会員の売上拡大に繋がり、＜ＰＡＲＣＯカード＞取扱高が前年同期

比103.8％と伸長いたしました。 

 また、動員企画として「ガンプラＥＸＰＯ ＪＡＰＡＮ ＴＯＵＲ ２０１５」、「コップのフチ子展」などを展

開し各店舗の来店客数増加に貢献するとともに、夏のバーゲンとタイアップして開催した「弱虫ペダルスペシャル

ショップ」では売上・収益にも貢献するなど、話題性のあるコンテンツを活用したヒット催事を展開いたしまし

た。 

 訪日外国人に対する施策として、免税ショップ数の拡大などのショッピング環境の整備に加え、外国人向けのメ

ディアを活用した情報発信に取り組みました。 

 ３月にリリースしたパルコ公式スマートフォンアプリ「ＰＯＣＫＥＴ ＰＡＲＣＯ」の利用浸透と同アプリを活

用したマーケティング施策の実施、「カエルパルコ」の運用促進など、引き続きＩＣＴ（※３）活用を推進いたし

ました。 

 今後の国内開発につきましては、渋谷パルコを含む都市再生特別地区の提案を東京都へ提出したほか、「京都ゼ

ロゲート（仮称）」（平成29年春開業予定）及び「三宮ゼロゲート（仮称）」（開業日未定）の出店を決定いたし

ました。 

 新規事業につきましては、次世代の才能育成を目指す施策として前年より新たに行っているクラウドファンディ

ング・サービス「ＢＯＯＳＴＥＲ」（ブースター）において、今期合計16案件を立ち上げ、好調に推移いたしてお

ります。また、７月には青山に直営の飲食店舗「＆ éｃｌé」（アンドエクレ）を開業し、食の分野における都市

生活者へのライフスタイル提案も行いました。 

 なお、独自の先行的ＩＣＴ活用及び関連事業・海外事業の拡大を目的に、株式会社アパレルウェブと資本業務提

携契約を締結し、同社を持分法適用関連会社といたしました。 

 

（※１） 都心型店舗    （札幌パルコ、仙台パルコ、池袋パルコ、渋谷パルコ、静岡パルコ、名古屋パルコ、広島パルコ、 

福岡パルコ） 

（※２） コミュニティ型店舗（宇都宮パルコ、浦和パルコ、新所沢パルコ、千葉パルコ、津田沼パルコ、ひばりが丘パルコ、 

吉祥寺パルコ、調布パルコ、松本パルコ、大津パルコ、熊本パルコ） 

（※３） ＩＣＴとはInformation and Communication Technologyの略であり、情報処理及び情報通信に関連する諸分野における 

技術・サービスなどの総称であります。 

 

＜専門店事業＞ 

 専門店事業の売上高は151億69百万円（前年同期比108.3％）、営業利益は２億59百万円（前年同期比114.5％）

となりました。 

 株式会社ヌーヴ・エイにつきましては、新業態を含め新規出店した16店舗に事業譲受した５店舗を加えた、新店

計21店舗の業績が好調に推移いたしました。既存店の業績も伸長し、売上高、営業利益ともに前年同期実績を上回

りました。 

 

＜総合空間事業＞ 

 総合空間事業の売上高は156億25百万円（前年同期比108.3％）、営業利益は４億39百万円（前年同期比

168.2％）となりました。 

 株式会社パルコスペースシステムズにつきましては、専門店内装工事及び電気工事の受注増加により、売上高、

営業利益ともに前年同期実績を上回りました。 

 

＜その他の事業＞ 

 その他の事業の売上高は50億48百万円（前年同期比96.3％）、営業利益は13百万円（前年同期比11.1％）となり

ました。 

株式会社パルコのエンタテインメント事業につきましては、演劇で、中谷美紀・神野三鈴主演「メアリー・ステ

ュアート」、佐々木蔵之介主演「マクベス」等の翻訳作品や、三上博史主演「タンゴ・冬の終わりに」などを上演

し、好評を博しました。また、情報発信カフェも好調に推移し、売上・動員の増加に寄与しました。 

 株式会社パルコ・シティにつきましては、Webコンサルティング事業においてWebサイト制作の受注増加により、

売上高、営業利益ともに前年同期実績を上回りました。 

 

（注）セグメント別の業績における売上高には、営業収入が含まれております。

 

- 3 -

㈱パルコ（8251）平成28年２月期 第３四半期決算短信



（２）財政状態に関する説明 

（資産、負債及び純資産の状況）

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して77億円増加し、2,345億30百万円となり

ました。主な要因は、福岡パルコ本館増床部及び「ＰＡＲＣＯ ｍｉｄｉ」の開業、並びに仙台パルコ新館（仮

称）及び札幌ゼロゲートの新築工事などに伴う有形固定資産の増加などによるものであります。当第３四半期連結

会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比較して56億86百万円増加し、1,193億５百万円となりました。主な要

因は、有利子負債の増加などによるものであります。純資産は、前連結会計年度末と比較して20億13百万円増加

し、1,152億24百万円となりました。

 

（キャッシュ・フローの状況）

 当第３四半期連結会計期間末では、現金及び現金同等物は前連結会計年度末と比較して11億83百万円減少し、28

億76百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益77億97百万円に非資金項目となる減価償却費

や特別損益項目等を調整し、98億34百万円の収入となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、124億11百万円の支出となりました。これは、主に福岡パルコ本館増床

部及び「ＰＡＲＣＯ ｍｉｄｉ」の開業、並びに仙台パルコ新館（仮称）及び札幌ゼロゲートの新築工事などに伴

う有形固定資産の取得による支出などによるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、14億２百万円の収入となりました。これは、主に有利子負債による資金

調達額の増加などによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年２月期の通期連結業績予想につきましては、平成27年10月５日に発表いたしました連結業績予想から修

正は行っておりません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 (税金費用の計算)

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっておりま

す。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

  （退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反

映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が339百万円増加し、利益剰余金が229百万

円減少しております。

 なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微で

あります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年２月28日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年11月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,333 3,129 

受取手形及び営業未収入金 11,655 13,544 

商品及び製品 3,069 3,869 

仕掛品 670 514 

原材料及び貯蔵品 37 37 

その他 7,649 5,717 

貸倒引当金 △4 △4 

流動資産合計 27,410 26,807 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 124,240 128,807 

減価償却累計額 △79,979 △81,747 

減損損失累計額 △1,224 △1,888 

建物及び構築物（純額） 43,036 45,171 

信託建物及び構築物 21,872 21,912 

減価償却累計額 △4,290 △5,127 

信託建物及び構築物（純額） 17,582 16,785 

機械装置及び運搬具 867 882 

減価償却累計額 △681 △715 

減損損失累計額 △0 △0 

機械装置及び運搬具（純額） 185 166 

信託機械装置及び運搬具 171 171 

減価償却累計額 △15 △27 

信託機械装置及び運搬具（純額） 155 143 

その他 6,419 6,769 

減価償却累計額 △4,720 △4,881 

減損損失累計額 △70 △86 

その他（純額） 1,628 1,802 

信託その他 192 193 

減価償却累計額 △102 △118 

信託その他（純額） 90 74 

土地 43,024 51,581 

信託土地 47,069 47,069 

建設仮勘定 5,864 4,171 

有形固定資産合計 158,636 166,965 

無形固定資産    

借地権 10,969 10,969 

その他 1,042 1,354 

無形固定資産合計 12,011 12,324 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,371 1,249 

敷金及び保証金 24,075 24,284 

その他 2,518 3,087 

貸倒引当金 △193 △189 

投資その他の資産合計 28,771 28,432 

固定資産合計 199,419 207,722 

資産合計 226,830 234,530 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年２月28日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年11月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 17,850 22,609 

短期借入金 8,569 8,519 

未払法人税等 3,556 975 

引当金 1,579 1,029 

その他 15,916 21,931 

流動負債合計 47,472 55,065 

固定負債    

長期借入金 32,161 29,170 

受入保証金 31,206 30,917 

引当金 － 1,052 

退職給付に係る負債 1,964 2,224 

その他 814 875 

固定負債合計 66,146 64,239 

負債合計 113,618 119,305 

純資産の部    

株主資本    

資本金 34,367 34,367 

資本剰余金 35,129 35,129 

利益剰余金 43,249 45,842 

自己株式 △2 △3 

株主資本合計 112,743 115,334 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 656 44 

為替換算調整勘定 △59 △92 

退職給付に係る調整累計額 △129 △62 

その他の包括利益累計額合計 467 △110 

純資産合計 113,211 115,224 

負債純資産合計 226,830 234,530 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 

 至 平成26年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 
 至 平成27年11月30日) 

売上高 197,300 204,230 

売上原価 167,382 173,299 

売上総利益 29,918 30,930 

営業収入 3,163 3,557 

営業総利益 33,081 34,488 

販売費及び一般管理費 24,247 25,192 

営業利益 8,834 9,295 

営業外収益    

受取利息 33 31 

受取配当金 33 21 

雑収入 293 160 

営業外収益合計 360 213 

営業外費用    

支払利息 329 296 

雑支出 52 36 

営業外費用合計 382 333 

経常利益 8,811 9,175 

特別利益    

投資有価証券売却益 99 1,220 

その他 1 29 

特別利益合計 101 1,250 

特別損失    

固定資産売却損 － 20 

固定資産除却損 501 678 

減損損失 53 42 

店舗閉鎖損失 － 1,886 

その他 6 0 

特別損失合計 561 2,627 

税金等調整前四半期純利益 8,351 7,797 

法人税等 3,305 3,048 

少数株主損益調整前四半期純利益 5,045 4,749 

四半期純利益 5,045 4,749 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 

 至 平成26年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 
 至 平成27年11月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 5,045 4,749 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △53 △611 

為替換算調整勘定 32 △21 

退職給付に係る調整額 － 66 

持分法適用会社に対する持分相当額 2 △10 

その他の包括利益合計 △18 △577 

四半期包括利益 5,026 4,171 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 5,026 4,171 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 

 至 平成26年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 
 至 平成27年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 8,351 7,797 

減価償却費 4,321 4,629 

減損損失 53 42 

賞与引当金の増減額（△は減少） △529 △584 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △21 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 26 

受取利息及び受取配当金 △66 △53 

支払利息 329 296 

固定資産除売却損益（△は益） 166 190 

投資有価証券売却損益（△は益） △99 △1,220 

店舗閉鎖損失 － 1,886 

売上債権の増減額（△は増加） △9,431 △1,889 

たな卸資産の増減額（△は増加） △741 △644 

仕入債務の増減額（△は減少） 8,652 4,759 

その他の資産・負債の増減額 3,629 378 

その他 31 97 

小計 14,645 15,715 

利息及び配当金の受取額 66 53 

利息の支払額 △428 △378 

店舗閉鎖に伴う支払額 △107 － 

法人税等の支払額 △2,631 △5,555 

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,544 9,834 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △171 △253 

定期預金の払戻による収入 － 252 

有形固定資産の取得による支出 △8,142 △15,301 

有形固定資産の売却による収入 － 6 

投資有価証券の取得による支出 △2 △402 

投資有価証券の売却による収入 559 1,722 

敷金及び保証金の差入による支出 △852 △605 

敷金及び保証金の回収による収入 3,812 3,692 

受入保証金の増減額（△は減少） △282 △507 

その他 △397 △1,015 

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,476 △12,411 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △6,000 1,500 

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） 8,999 6,498 

長期借入れによる収入 3,300 3,000 

長期借入金の返済による支出 △8,550 △7,536 

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △0 

配当金の支払額 △1,826 △1,927 

その他 △126 △130 

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,204 1,402 

現金及び現金同等物に係る換算差額 36 △9 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,899 △1,183 

現金及び現金同等物の期首残高 3,529 4,059 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,429 2,876 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年３月１日 至 平成26年11月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

 
ショッピン 
グセンター 

事業 
専門店事業 

総合空間 
事業 

その他の
事業 

計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 

売上高（注）１              

(1）外部顧客への売上高 178,256 9,108 8,186 4,912 200,463 － 200,463 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
4 4,899 6,236 327 11,468 △11,468 － 

計 178,261 14,008 14,422 5,240 211,932 △11,468 200,463 

セグメント利益 8,277 226 261 118 8,883 △49 8,834 

（注）１ 売上高には、営業収入が含まれております。 

２ セグメント利益の調整額△49百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年11月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

 
ショッピン 
グセンター 

事業 
専門店事業 

総合空間 
事業 

その他の
事業 

計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 

売上高（注）１              

(1）外部顧客への売上高 183,317 9,901 9,825 4,743 207,787 － 207,787 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
0 5,267 5,800 304 11,372 △11,372 － 

計 183,318 15,169 15,625 5,048 219,160 △11,372 207,787 

セグメント利益 8,614 259 439 13 9,326 △30 9,295 

（注）１ 売上高には、営業収入が含まれております。 

２ セグメント利益の調整額△30百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

 「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を

変更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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(重要な後発事象)

(宇田川町15地区開発計画における都市計画の決定） 

 平成27年12月17日に、東京都において、株式会社パルコが提案しておりました「宇田川町15地区開発計画」にお

ける都市計画が決定、告示されました。この決定により本開発計画は、都市計画の具体的実現に向け本格的に始動

してまいります。

 なお、本提案の決定に関し今期の業績に与える影響はありません。
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